
個人トータル表

男　子 平成28年7月31日 9:30 開始

１回戦

◎ 17 20
114 30 12 65

36 18
31 15

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

* 4 野原　暉央 18 1 6 3 1 4 山田　航平 0 0 0 0 2

* 5 大田　徳弥 34 0 13 8 1 * 5 伊藤　貴理 5 1 1 0 0 CTO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

* 6 工藤　塁 4 0 2 0 4 * 6 齊藤　祐介 30 4 6 6 0 TeamA 17:41 19:20 : : : : : : :

* 7 喜納　昌也 4 0 2 0 2 * 7 木村　涼 15 1 4 4 4 TeamB : : : : : : : : :

8 名城　正真 13 1 5 0 3 8 成澤　海 0 0 0 0 1

* 9 島尻　玲央 4 0 2 0 0 * 9 橋本　昌太朗 2 0 1 0 4

10 兼城　賢斗 3 0 1 1 0 * 10 大内　克則 0 0 0 0 2

11 川満　大我 5 0 1 3 1 11 佐藤　啓哉 4 0 2 0 3

12 玉栄　龍也 3 0 1 1 1 12 竹内　瑞希 6 2 0 0 4

13 儀間　雄山 4 0 2 0 2 13 入澤　隼太 3 0 1 1 1

14 古堅　滉翔 2 0 1 0 0 14 山中　健二朗 0 0 0 0 0

15 ｱﾃﾞﾊﾞﾝｼﾞｮ ｳｨﾘｱﾑ 20 0 9 2 2 15 土田　航平 0 0 0 0 0

ｺｰﾁ 井上　公男 0 ｺｰﾁ 長野　雅男 0

Aｺｰﾁ 狩俣　暢史 Aｺｰﾁ 津田　亮太

合　　　計 114 2 45 18 17 合　　　計 65 8 15 11 21

　　主審： 秋山厚志

　　副審： 伊藤徳哉

戦評： 記録： 山陽女学園高等部
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札幌日本大学

平成28年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技大会
第69回全国高等学校バスケットボール選手権大会
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山本　風太
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興南 札幌日本大学

〔 戦 評 〕
第１Ｐ、両チームハーフコートマンツーマンでゲーム開始。両チーム硬さからかミスが多く、一進一退の攻防。興南は速攻から得点。

札幌日大は＃７のバスケットカウント、＃６の３Ｐでリードする。札幌日大のドライブからの合わせも決まり、１７対２０で１Ｐは札幌日

大が３点リード。

第２Ｐ、両チームハーフコートマンツーマン。興南は開始早々＃５のオフェンスリバウンドからのバスケットカウントで同点に追いつく。

さらに、興南はディフェンスのプレッシャーを強め、札幌日大のミスを誘発し、立て続けに速攻を出し逆転に成功。また、興南＃４のバ

スケットカウントなどでさらにリードを広げる。札幌日大は＃１２、６の３Ｐなどで追いすがる。札幌日大はディフェンスをオールコートに

広げてプレッシャーをかけるが、興南は冷静に対応する。興南は＃５のドライブなどで加点。札幌日大はハーフコートゾーンに変更。

興南は５のインサイドなどで対抗。興南もディフェンスに変化をつけ、相手を揺さぶる。興南＃４のドライブからのバスケットカウントで

６点差にリードを広げる。札幌日大は興南のディフェンスを攻めあぐね、得点が伸ばせない。興南はドライブからの合わせや＃４の３

Ｐなどで１４点差にリードを広げる。札幌日大は６の３Ｐで食らいつくが、４７対３２と興南１５点リードで前半を終える。

第３Ｐ、両チームハーフコートマンツーマンで開始。興南は＃８のドライブ、速攻、＃５のゴール下でリードを広げる。＃４の連続得点

もあり、開始２分半で一気に２３点差と引き離す。札幌日大は＃６の個人技、＃７の速攻でなんとか持ちこたえる。札幌日大はゾーン

プレスからハーフコートゾーンにディフェンスを変化させ、流れを掴もうとするが、興南も冷静に対応し、加点する。興南は交代した選

手も活躍し、流れをつかむ。８３対５０で第３Ｐ終了。

第４Ｐ、興南はハーフコートマンツーマン、札幌日大は２－３ゾーンで開始。興南は＃５のゴール下、速攻など、第３Ｐまでの勢いその

ままに加点していく。興南はその後、選手を全員交代する余裕を見せる。札幌日大は＃６の個人技、＃１１のドライブでつなぐが、興

南は＃１５、＃１３の速攻などで得点を重ねる。札幌日大は焦りからか、ミスが続き、意図したプレーができない。興南が最後まで積

極的に攻め続け、１１４対６５で試合終了。

興南はフィジカル、運動量の面で終始優位に立ち、ゲームを進めた。
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